
　滋賀県体育指導委員研修会が8月21日、守山市民ホールで開催されました。 
　開会式に続いて行われた表彰式では19名の方々が受賞され、甲賀市から
は杉本敏文さん、奥村政明さんの2名が功労者表彰を受賞されました。　 
　また、「生涯スポーツにおける健康づくり」と題して角尾肇先生、中尾和子
先生を迎えての講演では、医者であり、医学博士でもある角尾肇先生が「新し
い生活習慣病予防法」というテーマでお話しされました。講演を聞く中で、飽食
時代の今日、生活の中でいかに上手く食事、運動を取り入れていくことが重要
かを実感しました。中尾和子先生はフィットネス業界でインストラクターとして国
内外で活動しておられ、レオタード姿で実技を交えての講演に、終始会場は和
やかな雰囲気に包まれました。 
　今一度、健康の大切さを見つめ直し、今後の活動の糧にしたいと考えてい
ます。 

文化スポーツ振興課 
1 86-8023   FAX 86-8380

【問い合わせ】 

滋賀県体育指導委員研修会 

体育指導委員のコーナー 

表彰式の様子（右から3人目が杉本さん） 

開会式のようす 

総務省統計局・滋賀県・甲賀市 

国勢調査のイメージ・キャラクター 

答えは「国勢調査の調査日」

です。もう記入は済みまし

たか。国勢調査員が、調査

票の回収にうかがいます。 

平成12年（国勢調査） 
平成13年（県推計人口調査） 
平成14年（県推計人口調査） 
平成15年（県推計人口調査） 
平成16年（県推計人口調査） 

1,342,832人 
1,352,361人 
1,359,773人 
1,366,415人 
1,374,182人 

1 65-0670　FAX 63-4554企画政策課 【問い合わせ】 

～10月1日の滋賀県の人口は何人でしょう？～ 

平成17年国勢調査 

人口予想 ク イ ズ 
？ ？ 

？ 
？ 

10月1日に行われる国勢調査で滋賀県人口の予想を募集します。 
滋賀県内に居住または通勤、通学されている方 応募資格 

10月7日（金）【当日消印有効・受信有効】 応募締切 

官製はがき、電子メールに下記事項を記入し、郵送、またはＥ－mailで応募してください。 
　（ア）予想人口数 
　（イ）郵便番号　住所 
　（ウ）氏名（ふりかな）、年齢 
　（エ）電話番号 
　（オ）勤務先または学校名（滋賀県外に居住されている方のみ記入） 
＊応募は1人1通とし、予想人口について、答えは1つのみとします。 
　（1人で複数応募の場合は無効とします。） 

応募方法 

ピタリ賞　　1名　　50,000円 
準ピタリ賞　1名　　30,000円（ピタリ賞がない場合） 
前後賞　　10名　　図書券（10,000円分） 
残念賞　　50名　　図書券（  1,000円分） 
＊ピタリ賞、準ピタリ賞が中学生以下の場合は、賞金額相当の図書券とします。 

賞（賞品） 

〒520－8577（住所不要） 
滋賀県政策調整部統計課内　滋賀県統計協会 
　（はがきの表に「人口予想」と朱書） 
Ｅ－mail　JINK0@pref.shiga.lg.jp

応 募 先 

平成17年12月に厳正な審査の結果、入賞者を決定し、統計課のホームページを通じて
発表します。 
滋賀県統計課ホームページ　http://www.pref.shiga.jp/data/

結果の公表 

＊皆さんから応募いただいた個人情報は「滋賀県人口予想クイズ」実施の範囲内でのみ利用します。 
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みなくち子どもの森自然館 
1 63-6712　FAX 63-0466
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